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廃棄物学 2008
（必修）

4/14～7/28
環境システム学科

宮脇 健太郎

第2回 廃棄物とは？
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廃棄物とは何か？（定義）

＋ 有価物＝商品

ー 不要物＝廃棄物
（古いもの、汚いもの、不
快なもの、要らないもの）
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商品の価値、環境汚染潜在力

＋

ー

価値

市場価値

個人的評価価値

廃棄物発生

時間
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廃棄物になり易いかどうか

（見る目）高く評価する

（質） 高品質

（量） 量が多い

（場所） 需要が近い

（時間） 市場価値上

価値が上がる

価値を認めない

低品質

量が少ない

需要がない

市場価値下

価値が下がる
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各国の廃棄物排出量

廃棄物排出量は豊かさのバロメーターか？

環境省HPより
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各国1人あたりのGDPと一般廃棄物発生量

環境省HPより
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将来予測

環境省HP白書より
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品川区HPより

ごみ処理の流れ
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ごみ処理の現状（平成17年度）

中間処理：焼却、粗大・不燃ごみ処理、高速堆肥化

環境省報告
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廃棄物の広域処分

処分場の残余容量・残余年数

環境省
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廃棄物の広域処分

処分場の現状(平成17年）
一般廃棄物最終処分場 1847施設

残余年数 全国平均 14.8 年分

首都圏 15 年

近畿圏 12 年
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最終処分場を持たない割合
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廃棄物の広域処分
(一般廃棄物H17）

原則：廃棄物処理自区内処分 環境省
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広域処分の現状（一般廃棄物H17）

環境省

16

広域処分（産業廃棄物H15）



9

17

国境を越えた移動
プラスチックくずの輸出

環境省HP

18
日中韓環境情報サイトHP
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ごみの減量化とリサイクル

目的

循環型社会，持続可能な社会の実現

コスト(cost)の低減
例えば、焼却

人口7-8万人焼却炉１００ｔ/日
40-50億円（建設費）
（3000～5000万円/1ｔとも言われる）

コスト
埋立＜焼却
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資源化量とリサイクル率

約5000万トン/年
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リサイクル，集団回収

法律で定められた

家電リサイクル

建設

食品 など

自主的な取り組み
町内会，小学校の廃品回収(補助金）
ちり紙交換など回収業者（実績不明）
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循環型社会，持続可能な社会

循環型社会

リサイクルだけではない

資源を少なく

持続可能な社会
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これからのごみ処理

天然資源の保全をめざして

廃棄物処理の問題点

定量的リスクアセスメントの必要性
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課題

廃棄物とは何か？100字程度(P56～60
参照）

広域処分の必要性について述べよ


